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岡
崎
市
広
幡
町
一
の
一 

 
 

℡
２
３
の
３
３
３
７ 

F
a

x

２
１
の
０
７
１
２ 

日
本
共
産
党
岡
崎
市
委
員
会 

ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
終
末
処
理

場
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
が
家
の

前
の
下
水
管
に
接
続
し
て
い
る
家

庭
で
は
料
金
は
０
円
で
し
た
が
、

岡
崎
市
で
は
大
正
12
年
か
ら
下

水
道
管
の
敷
設
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
時
は
処
理
場
が
な
く
、
家

庭
雑
排
水
は
河
川
に
放
出
、
ト
イ
レ

は
汲
み
取
り
式
が
主
流
で
し
た
。 

 

昭
和
37
年
に
八
帖
処
理
場
が
完

成
し
、
中
心
部
の
下
水
管
は
八
帖
処

理
場
に
接
続
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部

の
下
水
管
は
従
来
通
り
河
川
に
放

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
下
水
管
の
敷
設
が
進

め
ら
れ
、
平
成
５
年
に
矢
作
川
流
域

下
水
終
末
処
理
場
（
西
尾
市
）
が
完

成
し
、
平
成
10
年
ま
で
の
５
年
間

で
順
次
流
域
下
水
へ
の
接
続
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
で
は
、
敷
設
さ
れ
て
い
る
す

べ
て
の
下
水
管
は
終
末
処
理
場
ま

た
は
農
業
集
落
排
水
処
理
場
に
送

ら
れ
ま
す
。 

料
金
改
定
の
変
遷 

下
水
道
料
金
は
八
帖
処
理
場
が

完
成
し
た
昭
和
37
年
か
ら
徴
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
の
30
％

が
下
水
道
料
金
と
し
て
課
せ
ら
れ

に
つ
い
て
、
数
度
に
わ
た
り
下
水
道

局
か
ら
事
情
を
聞
き
取
り
し
ま
し

た
が
、
①
な
ぜ
、
３
回
に
わ
た
る
料

金
改
定
お
よ
び
そ
の
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が

行
わ
れ
た
の
に
、
担
当
者
は
料
金
の

変
更
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
②
な

ぜ
、
今
の
時
期
に
そ
の
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
か
、
判
明
し
て
い
ま
せ

ん
。 

 

過
去
の
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
、

徴
収
さ
れ
る
世
帯
に
と
っ
て
は
寝

耳
に
水
の
話
で
す
。
現
在
職
員
が
休

日
も
含
め
対
象
世
帯
に
説
明
と
調

査
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い

て
過
去
五
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 該

当
世
帯
と
よ
く
相
談
し
て
、

最
長
５
年
間
の
分
割
払
い
な
ど
を

お
願
い
す
る
、
と
言
う
こ
と
で
す

が
、
今
後
二
度
と
同
様
の
不
祥
事

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、
徴
収
に
当

た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の

状
況
を
よ
く
把
握
し
、
よ
く
相
談

に
応
じ
、
市
側
の
責
任
を
十
分
に

認
識
す
る
こ
と
で
す
。 

  

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
多
様
な

要
求
！ 

 

第
◎
回
目
を
迎
え
る
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
、
◎
を
事
務
局
と
し

て
多
様
な
団
体
が
く
ら
し
の
要
求

を
掲
げ
て
、
愛
知
県
内
全
自
治
体

と
の
交
渉
を
展
開
し
ま
す
。
岡
崎

に
は
、1

0

月2
3

日
、
や
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

交
渉
参
加
者
は 

5
0

名
超
、
あ

ら
か
じ
め
要
望
書
と
ア
ン
ケ
ー
ト

が
渡
さ
れ
回
答
が
あ
り
、
そ
の
上

に
た
っ
て
、
様
々
な
要
求
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

（
介
護
） 

（
税
金
） 

(

子
育
て) 

（ 
 
 
 
 

） 

 

昭
和
48
年
の
料
金
改
定
で
排
水
区
域
の

区
別
を
行
い
、
処
理
場
に
つ
な
が
っ
て
い

る
世
帯
は
水
道
料
金
の
30
％
、
つ
な
が
っ

て
い
な
い
世
帯
（
未
処
理
世
帯
）
は
15
％

(

昭
和
53
年
か
ら
10
％)

で
し
た
。 

そ
の
後
何
度
も
料

金
改
定
が
行
わ
れ

(

下
表
参
照)

平
成
10

年
に
す
べ
て
の
下
水

管
が
終
末
処
理
場
に 

接
続
さ
れ
下
水
道
料
金
は 

基
本
料
金
＋

水
道
使
用
量
割
り
と
す
る
料
金
改
訂
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

な
ぜ
料
金
改
定
時
に 

気
づ
か
な
か
っ
た
の
か 

 

そ
の
際
に
、
10
％
徴
収
の
世
帯
が
残
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
第
一
の
疑
問
で
す
。
新

聞
で
は
デ
ー
タ
の
移
行
ミ
ス
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
「
10
％
を
掛
け
る
」

シ
ス
テ
ム
が
残
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な

ぜ
起
き
た
の
か
、
問
題
で
す
。 

 
そ
の
後
平
成
14
年
、
平
成
21
年
の
二
回

に
わ
た
り
下
水
道
料
金
改
定
が
行
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10
％
徴
収
世
帯

が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
継
続
さ
れ
て
き
ま

し
た
。 

 

現
在
で
も
１
１
２
件
が
下
水
道
へ
の
接

続
状
況
が
不
明
で
す
。 

二
度
と
過
ち
を
お
か
さ
な
い 

そ
の
た
め
に
も 

誤
り
を
正
せ
る
職
場
環
境
を 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
今
回
の
問
題

誤徴収の内訳 
 件数 総額 最高額 時効分 

徴収漏れ １４２ 1億 3554万円 1000万円（企業）、

40万円（家庭） 

平均 10万円 

９５３１万円 

過徴収 ４０ 133万円  12万 8千円 

調査中 １１２ 約 1000万円   

合計 ２９４    

     

過徴収は、下水道への接続工事が行われてないにもかかわらず、10％を

徴収されていた世帯 

寝
耳
に
水
の｢
下
水
道
料
金
誤
徴
収｣

に
よ
る
請
求(

12
月
20
日
新
聞
報
道) 

市
は
説
明
責
任
と
今
後
の
対
策
を 

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
立
場
で
誤
り
を
正
せ
る
職
場
環
境
に 

----下水道の変遷---- 

 

 

大正１２年 

昭和３７年 

 

昭和４８年 

 

昭和５３年 

 

 

 

昭和６０年

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ４年 

平成１０年 

平成１１年 

平成１４年 

平成２１年 

 

 

下水道管の敷設始まる 

八帖処理場完成、中心部

の一部地域で接続 

下水道料金改定 

 

下水道料金改定 

 

 

 

下水道料金改定 

下水道料金改定 

下水道料金改定 

下水道料金改定 

流域下水終末処理場完成 

下水道料金改定 

下水道料金改定 

下水道料金改定 

 

 

処理区域で水道料金の

３０％ 

八帖処理区域で３０％ 

未処理世帯は１５％ 

八帖処理区域で３０％ 

未処理世帯は１０％ 

(以降未処理世帯は平成

４年まで１０％) 

八帖処理区域で５０％ 

八帖処理区域で７０％ 

八帖処理区域で８０％ 

八帖処理区域で９０％ 

 

基本料金＋従量制 

 料金変更 

 料金変更 
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部
門 

対
象 

補
助
金
上

限 

採
用
件
数  

・
一
般 

市
民
団
体
や
法
人
が
実
施

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

100
万
円 

40

～
90
件
程
度 

 

・
学
生
・
未
成
年
者
な
ど
が
中
心
の

団
体
が
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト 

25
万
円 

８
件
程
度 

 
・
連
携 

複
数
の
団
体
な
ど
の
連
携

に
よ
る
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

500
万
円 

２
件 

 

対
象
者
は 

（
１
）
活
動
拠
点
が

 

昨
年
度
に
市
議
会
１
０
０
周
年

特
別
委
員
会
で
提
案
し
た
「
市
民
参

加
の
１
０
０
周
年
」
の
最
大
の
企
画

と
し
て
、
「
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業 

新
世
紀
岡
崎
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
０
０
」
の
応
募
が
始
ま
り
ま

す
。 市

民
団
体
や
法
人
な
ど
が
、
よ
り

魅
力
あ
る
岡
崎
を
目
指
し
て
、
自
ら

企
画
し
て
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
募
集
し
、
１
０
０
件
程
度
に
対

し
、
部
門
ご
と
に
25
万
円
、
100
万

円
、
500
万
円
を
上
限
と
し
た
支
援

を
行
い
ま
す
。 

事
業
基
本
方
針 

本
事
業
で
募
集
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
岡
崎
市
市
制
１
０
０
周
年
記

念
事
業
基
本
構
想
の
基
本
方
針
の
い

ず
れ
か
に
沿
う
も
の
で
、
次
の
⑴
～

⑺
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の
を
対

象
と
し
ま
す
。 

⑴ 

特
定
の
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
も
の
で
な
く
、
広
く
公
益
性
が

あ
る
こ
と 

⑵ 

新
た
な
挑
戦
や
既
存
事
業
の
革

新
に
取
り
組
む
も
の
で
、
市
内
で

実
施
す
る
こ
と 

⑶ 

政
治
、
宗
教
、
選
挙
、
募
金
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と 

⑷ 

営
利
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と 

⑸ 

公
序
良
俗
に
反
し 

た
も
の
で
な
い
こ
と 

⑹ 

団

体

等

の

宣

伝
・
会
員
の
勧
誘
、

を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と 

⑺ 

国
、
県
、
市
等
か

ら
他
に
補
助
金
、

助
成
金
等
を
受
け

て
い
な
い
こ
と 

（
市
制
１
０
０ 

周

年
記
念
事
業
基
本
構

想
基
本
方
針
要
旨
） 

 

市
民
参
加
の 

市
政
を
進
め
よ
う 

 

日
本
共
産
党
は
、
市
議
会
の
特
別

委
員
会
に
お
い
て
も
「
市
民
参
加
型

の
市
制
１
０
０
周
年
」
を
提
案
し
、

委
員
会
全
体
で
も
「
全
市
民
が
参
加

で
き
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
団
体
の
成
果
が
、
い
っ

と
き
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
る
こ
と

な
く
、
次
の
「
市
民
参
加
の
市
政
」

に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
の
市
の
姿

勢
が
必
要
で
す
。 

  

岡
崎
市
内
に
あ
る
団
体
等 

（
２
）

構
成
員
に
岡
崎
市
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
す
る
者
を
含
み
、
責
任
者

が
成
人
で
あ
る
団
体
等 

な
ど
い

く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。 

募
集
の
方
法
は
、
事
前
説
明
会

（
３
月
～
４
月
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
）
へ
の
参
加
は
必
須
。

受
付
は
５
月
11
日
～
７
月
24
日
で

す
。
申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。
⑴ 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
企
画
書 

 

⑵ 

収
支
予
算
書 

 

⑶ 

団
体
調
書
・
構
成
員
名
簿 

 

⑷ 

規
約
、
会
則
ま
た
は
定
款
等
の

写
し 

⑸ 

そ
の
他
委
員
会
が
必
要

と
認
め
る
書
類 

も 
 

 
 

市
制
１
０
０
周
年
に
向
け
た 

市
民
参
加
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

募
集
要
項 

公
表 

市
制
確
定
申
告
が
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○ 

 

         衆議院議員 

         もとむら伸子 

１月２７日 

衆議院本会議があり、日本共産党

を代表して穀田恵二国会対策委員

長が「国務大臣の演説に対する質

疑」を行いました。 

  とりわけ応援に力が入ったのは、沖縄新基地建設

のくだりです。 

  辺野古の新基地建設中止の問題を本会議で取り

上げたのは、残念ながら日本共産党だけでした（日

本共産党以外に本会議質問を行ったのは、自民党、

民主党、維新の党、公明党。議員の数が少ない会派

は、そもそも本会議質疑ができないということで、

できなかった会派もあります）。沖縄の皆さんと連帯

する議席の重みを感じています。 

 ※今週は、関西電力東海支社前の原発ゼロ☆アクシ

ョンには参加できそうにない・・・。官邸前のアク

ションに参加できるかな・・・。 

 

 １月２６日、安倍内閣の暴走を許すな！ 

国会請願デモを国会議員団で激励！ 
 

 

もとむら伸子前列左から二人目 

 

 

 

 

 
 市

議
会
議
員 

き
ま
た
昭
子  

市
議
会
議
員 

鈴
木
ま
さ
子 

 

 

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=569252846544436&set=pcb.569253949877659&type=1

